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第
55
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
特
別
企

画
「
結
い
Ⅱ
～
過
去
・
現
代
・
未
来

を
結
ぶ
～
」
が
９
月
30
日
、
せ
ん
だ
い

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
開
か
れ
た
。
あ
い

に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
立
ち

見
が
で
る
盛
況
ぶ
り
で
、
各
部
が
総

力
を
挙
げ
準
備
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
入

場
者
を
芸
術
の
秋
に
い
ざ
な
っ
た
。

　

芸
術
の
魅
力
と
可
能
性
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
芸
術
祭
の
盛

り
上
げ
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。
幅

広
い
分
野
で
構
成
さ
れ
る
当
協
会
の

特
長
を
生
か
し
昨
年
、
初
め
て
統
一

テ
ー
マ
「
結
い
」
を
掲
げ
開
幕
時
に

取
り
組
ん
だ
コ
ラ
ボ
型
イ
ベ
ン
ト
を

発
展
さ
せ
る
形
で
企
画
し
た
。

　

３
部
構
成
で
第
１
部
が
写
真
部
と

邦
楽
部
（
尺
八
、
箏
）
に
よ
る
「
東

日
本
大
震
災
へ
の
鎮
魂
」、
第
２
部

は
「
茶
の
世
界
」
で
茶
道
、
絵
画
、

工
芸
、
彫
刻
の
各
部
が
共
演
、
第
３

部
は
「
西
洋
音
楽
」
で
洋
楽
部
員
の

特
別
編
成
に
よ
る
芸
協
弦
楽
合
奏
団

が
名
曲
を
奏
で
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
・

現
代
・
未
来
を
描
い
て
見
せ
た
。

　

第
１
部
は
被
災
の
過
去
、
復
興
途

上
の
現
代
、
そ
し
て
立
石
寺
の
不
滅

の
法
灯
に
託
し
た
確
か
な
未
来
を
映

像
で
表
現
。
伝
統
の
和
の
響
き
と
絶

妙
な
コ
ラ
ボ
を
披
露
し
た
。
第
２
部

も
斬
新
。
会
場
に
茶
室
を
し
つ
ら
え
、

工
芸
、
絵
画
、
彫
刻
な
ど
の
制
作
風

景
や
イ
メ
ー
ジ
映
像
を
背
景
に
、
工

芸
部
制
作
の
茶
器
を
使
っ
て
茶
の
世

界
の
悠
久
の
流
れ
を
巧
み
に
演
出
。

場
面
転
換
の
幕
間
を
、
洋
楽
部
員
の

演
奏
で
つ
な
ぐ
工
夫
も
凝
ら
し
た
。

　

芸
術
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
る

「
化
学
反
応
」
的
な
面
白
さ
も
あ
り
、

多
く
の
参
加
者
が
秋
の
ひ
と
と
き
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
「
実
験
的

な
芸
術
劇
場
」
を
堪
能
し
た
。

　

第
55
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
９
月
21

日
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で

開
幕
し
た
。
芸
術
の
秋
を
彩
る
宮
城

の
風
物
詩
的
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
多

く
の
県
民
が
訪
れ
、
精
魂
傾
け
仕
上

げ
た
展
示
作
品
や
舞
台
公
演
と
の
出

合
い
を
楽
し
ん
だ
。

　

開
会
式
に
は
、
芸
術
祭
会
長
兼
実

行
委
員
長
の
雫
石
隆
子
理
事
長
、
名

誉
会
長
の
一
力
雅
彦
河
北
新
報
社
社

長
の
ほ
か
、
宮
城
県
、
仙
台
市
の
代

表
ら
関
係
者
が
出
席
。
雫
石
理
事
長

と
一
力
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
「
平
成
最

後
の
芸
術
祭
。
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」「
心
の
復
興
に
芸
術
文
化
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
多
く
の
人
に

参
加
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
し
、
共
催
７
団
体
の
代
表
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
場
し
た
。

　

皮
切
り
は
工
芸
展
、
写
真
展
・
同

公
募
展
、
彫
刻
展
、
絵
画
展
（
公
募

の
部
）。
待
ち
わ
び
た
市
民
ら
が
詰

め
か
け
、
作
品
を
堪
能
し
た
。
月
を

ま
た
い
で
絵
画
展
、
そ
の
後
、
華
道

展
、
書
道
展
が
続
き
、
い
ず
れ
も
に

ぎ
わ
っ
た
。

　

10
月
は
舞
台
公
演
月
間
。
日
立
シ

ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
で
実
施
さ
れ

た
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
、
長
唄
演
奏
会

の
ほ
か
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城
で
の
文
芸
祭
や
、
秋
の
風
情

漂
う
輪
王
寺
で
催
さ
れ
た
茶
会
も
盛

況
。
参
加
者
は
芳
醇
な
芸
術
世
界
に

ま
ど
ろ
ん
だ
。

　

芸
術
祭
参
加
行
事
の
洋
舞
公
演
、

仙
台
三
曲
協
会
定
期
演
奏
会
も
活
気

に
あ
ふ
れ
た
。
11
月
の
音
楽
会
、
同

21
日
の
表
彰
式
を
は
さ
み
、
年
明
け

の
２
～
３
月
、
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

長
丁
場
の
本
年
度
芸
術
祭
を
閉
じ
る
。

華
や
か
に
開
幕

第
55
回
芸
術
祭

こ
れ
ぞ
コ
ラ
ボ
の
魅
力
ー
。
特
別
企
画
第
１
部
は
映
像
と
邦
楽

が
調
和
、
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
来
場
者
は
五
感
で
芸
術
の
可

能
性
を
受
け
止
め
た

コラボ芸術に磨き
特別企画
「結いⅡ」盛況、立ち見が幾重にも
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【
写
真
展
（
９
月
21
～
26
日
）】
出

展
は
88
点
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
作
品
が
会
場
を
埋
め
た
。
高
校
生

ら
の
作
品
を
ま
と
め
た
モ
ニ
タ
ー
上

映
も
好
評
だ
っ
た
。

【
絵
画
展
（
公
募
の
部
）（
９
月
21
～

26
日
）】
出
展
は
１
０
４
点
。
最
高
賞

の
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
を
は
じ
め
、

20
代
の
若
手
が
上
位
入
賞
。
ス
マ
ホ

で
鑑
賞
す
る
斬
新
な
作
品
も
あ
っ
た
。

　

第
55
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
開
催

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

芸
術
作
品
は
、
私
た
ち
の
心
に

潤
い
と
感
動
を
与
え
、
県
民
の
心

の
復
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
の
御
尽
力
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
祭
典
の

成
功
と
皆
さ
ま
の
益
々
の
御
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
写
真
公
募
展
（
９
月
21
～
26
日
）】

３
７
７
点
の
応
募
か
ら
入
選
99
点
を

展
示
。
前
回
に
比
べ
応
募
が
増
え
、

審
査
員
を
う
な
ら
せ
る
感
性
豊
か
な

作
品
が
並
ん
だ
。

【
工
芸
展
（
９
月
21
～
26
日
）】
出

展
は
昨
年
を
上
回
る
73
点
。
趣
向
を

凝
ら
し
た
作
品
が
目
を
奪
っ
た
。
特

別
企
画
で
使
用
す
る
茶
器
な
ど
も
多

数
展
示
さ
れ
好
評
を
博
し
た
。

【
絵
画
展
（
９
月
28
日
～
10
月
３

日
）】
出
展
数
は
３
１
７
点
。
力
作
、

秀
作
ぞ
ろ
い
で
審
査
も
難
航
し
た
。

女
性
の
活
躍
が
目
立
ち
、
入
賞
の
大

半
を
占
め
た
。

【
彫
刻
展
（
９
月
21
～
26
日
）】
出

展
は
33
点
。
創
作
意
欲
の
高
ま
り
を

反
映
し
て
か
、
昨
年
に
比
べ
て
大
幅

に
増
え
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
裸

婦
像
な
ど
が
注
目
を
集
め
た
。

【
書
道
展
（
10
月
５
～
10
日
）】
出

展
は
２
９
２
点
。
魂
の
こ
も
っ
た
作

品
が
そ
ろ
っ
た
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

豊
か
な
「
墨
跡
の
ド
ラ
マ
」
が
入
場

者
を
感
動
さ
せ
た
。

９月21日、共催７団体の代表がテープカットし、
長丁場の芸術祭が開幕した

村井嘉浩宮城県知事

絵画展（公募の部）

絵画展

書道展

写真展

工芸展

彫刻展

写真公募展

観客を魅了
第55回宮城県芸術祭
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今
年
も
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
宮
城
県
芸
術
祭
を
盛
大
に
開

催
で
き
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。文
化
芸
術
は
、

魅
力
と
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
分
野
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
お
け
る
文
化
芸
術

振
興
に
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
（
10
月
７
日
）】

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
等
の

「
未
来
の
演
奏
家
」
21
人
（
ピ
ア
ノ

７
人
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
14
人
）
が
出

演
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

【
華
道
展
（
10
月
５
～
10
日
）】
出

展
は
従
来
通
り
の
29
点
。
ほ
か
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
席
に
前
期
６
点
、
後
期

５
点
。
展
示
会
場
に
匂
い
立
つ
よ
う

な
彩
り
を
添
え
た
。

【
洋
舞
公
演
（
10
月
８
日
）】
モ
ダ

ン
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
計
６
団
体
の
ほ

か
、
２
団
体
が
応
援
出
演
。
華
や
か

に
舞
い
、
精
進
を
重
ね
た
成
果
を
披

露
し
た
。

【
特
別
企
画（
９
月
30
日
）】開
場
後
、

瞬
く
間
に
席
が
埋
ま
り
、
後
方
の
立

ち
見
も
含
め
て
参
加
者
は
真
剣
な
面

持
ち
で
珠
玉
の
コ
ラ
ボ
を
鑑
賞
し
て

い
た
。

【
茶
会
（
10
月
14
、
21
、
28
日
）】

秋
の
風
情
に
包
ま
れ
た
古
刹
を
舞
台

に
13
流
派
が
共
演
。
季
節
よ
し
、
会

場
よ
し
。
け
ん
騒
を
離
れ
、
心
を
満

た
す
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

【
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演
奏
会
（
10

月
14
日
）】
演
奏
は
「
六
段
の
調
」

な
ど
17
曲
。
会
員
も
多
数
出
演
、
箏
、

三
弦
、
十
七
弦
、
尺
八
の
和
の
響
き

が
会
場
を
満
た
し
た
。

【
特
別
企
画（
９
月
30
日
）】第
３
部
。

特
別
編
成
に
よ
る
芸
術
協
会
弦
楽
合

奏
団
が
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
の
会
場

全
体
を
歴
史
豊
か
な
洋
楽
の
響
き
で

包
み
込
ん
だ
。

【
特
別
企
画（
9
月
30
日
）】第
２
部
。 

コ
ラ
ボ
の
魅
力
が
新
た
に
加
わ
り
、

香
り
漂
う
時
の
流
れ
と
と
と
も
に
い

つ
も
と
一
味
違
っ
た
茶
の
世
界
を
演

出
し
た
。

華道展特別企画第3部

特別企画第2部

参加行事・洋舞公演

参加者であふれた特別企画

参加行事・仙台三曲協会定期演奏会

ガラコンサート

茶会

郡和子仙台市長

珠玉の芸術
多彩に重厚に
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芸
術
祭
「
文
学
散
歩
」
が
10
月
３
、

４
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
、
満
足
度

の
高
い
旅
と
な
っ
た
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
は
盛
況
で
参
加
者
は

近
年
ま
れ
な
39
人
。
雫
石
隆
子
理
事

長
も
同
行
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
浜
通

り
の
現
在
と
文
学
を
巡
る
」。
福
島
・

浜
通
り
か
ら
北
茨
城
、
福
島
・
中
通

り
を
経
る
行
程
を
設
定
し
た
。

　

３
日
、
仙
台
駅
東
口
を
出
発
。
原

発
事
故
の
被
災
地
を
車
窓
か
ら
な
が

め
、
日
常
の
再
生
遠
い
浜
通
り
の
現

状
を
深
く
心
に
と
ど
め
つ
つ
、
埴
谷

　

長
年
、
地
域
の
文
化
振
興
に
貢
献

し
た
個
人
、
団
体
を
文
部
科
学
大
臣

が
顕
彰
す
る
文
化
庁
の
平
成
30
年
度

地
域
文
化
功
労
者
表
彰
の
祝
表
彰
者

に
当
協
会
の
今
井
邦
男
氏（
洋
楽
部
）

と
髙
橋
威
夫
（
威
仙
）
氏
（
参
事
・

茶
道
部
）
が
選
ば
れ
た
。

　

今
回
、
長

年
慣
れ
親
し

ん
だ
表
紙
を

ペ
ン
先
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
内
容
に
一
新
。
定
価
も

引
き
下
げ
た
。
多
く
の
人
の
目
に
触

れ
る
こ
と
で
、
外
部
評
価
の
高
ま
り

が
期
待
さ
れ
る
。

　

書
籍
や
雑
誌
が
時
代
に
合
わ
せ

て
、
表
情
を
変
え
て
い
る
現
状
を
参

考
に
、「
顔
」
を
見
直
す
こ
と
に
し

た
。
デ
ザ
イ
ン
は
、こ
れ
ま
で
同
様
、

次
年
度
は
色
を
変
更
す
る
形
で
継
続

　

当
協
会
の
佐
藤
皖
山
執
行
理
事（
事

業
担
当
）
が
９
月
、
エ
フ
エ
ム
仙
台

の
番
組
に
相
次
ぎ
出
演
。
第
55
回
宮

城
県
芸
術
祭
の
広
報
に
努
め
た
。

　

番
組
は
24
日
放
送
の
「H

ope for 
M

IY
A

GI

」（
10
日
収
録
）
と
、
28

日
生
放
送
の
「M

orniug Brush

」。

　

前
者
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
石

垣
の
り
こ
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

島
尾
記
念
文
学
資
料
館
―
い
わ
き
市

勿
来
文
学
歴
史
館
―
天
心
記
念
五
浦

美
術
館
―
五
浦
六
角
堂
、
４
日
は
野

口
雨
情
記
念
湯
本
温
泉
童
謡
館
―
草

野
心
平
記
念
文
学
館
―
智
恵
子
記
念

館
を
訪
ね
た
。
国
宝
白
水
阿
弥
陀
堂

も
見
学
し
た
。

　

会
津
地
方
を
除
く
福
島
県
の
文
学

し
て
い
く
。
同
時
に
文
芸
作
品
公
募

入
選
作
品
集
の
表
紙
も
変
え
た
。

　

定
価
は
３
千
円
を
千
円
に
改
定
し

た
。
３
千
円
は
年
鑑
発
行
に
向
け
た

文
芸
部
会
員
の
負
担
金（
出
稿
料
）で
、

頒
布
価
格
で
も
あ
っ
た
が
、
会
員
の

購
入
や
書
店
販
売
で
の
伸
び
悩
み
の

一
因
と
な
っ
て
い
た
現
実
を
直
視
。

販
売
促
進
を
狙
い
に
大
幅
な
価
格
改

定
に
踏
み
切
っ
た
。

　

年
鑑
の
会
員
負
担
金
３
千
円
は
そ

の
ま
ま
と
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
会
員

に
は
２
冊
ず
つ
送
付
す
る
。
価
格
引

き
下
げ
を
受
け
て
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
積
極
的
に
購
入
し
、
大
い
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

を
ほ
ぼ
網
羅
し
、
途
中
、
北
関
東
に

ま
で
足
を
延
ば
す
ぜ
い
た
く
な
コ
ー

ス
。
文
学
は
も
と
よ
り
歴
史
遺
産
に

触
れ
、
自
然
景
観
も
堪
能
す
る
見
ど

こ
ろ
満
載
の
旅
と
な
っ
た
。

　

下
見
を
経
た
丁
寧
な
コ
ー
ス
の
設

定
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各
施
設
の

語
り
部
や
学
芸
員
の
解
説
も
講
談
調

あ
り
、
場
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
名

調
子
あ
り
で
魅
力
的
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
湯
本
温
泉
で
の
交
流
の
宴

は
、
一
般
市
民
や
文
学
以
外
の
分
野

の
参
加
者
を
含
め
て
終
始
和
や
か
。

芸
協
な
ら
で
は
の
充
実
の
企
画
に
、

「
来
年
も
ぜ
ひ
」と
の
声
が
相
次
ぎ
、

実
り
の
多
い
文
学
散
歩
と
な
っ
た
。

高村智恵子の生家も訪問した
（二本松市）

今井氏

髙橋氏
　

今
井
氏
は
中
国
・
大
連
市
生
ま
れ
。

東
北
大
学
を
卒
業
後
、米
国
に
留
学
。

指
揮
法
な
ど
を
学
び
、
現
在
、
宮
城

県
合
唱
連
盟
理
事
長
、
一
般
社
団
法

人
全
日
本
合
唱
連
盟
常
務
理
事
。
県

芸
術
選
奨
、
県
教
育
文
化
功
労
者
表

彰
等
を
受
賞
し
て
い
る
。
今
回
、
指

揮
者
活
動
な
ど
音
楽
文
化
へ
の
貢
献

が
認
め
ら
れ
た
。

　

今
井
氏
は
「
表
彰
を
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
父
を
見
て
音
楽
の

道
に
入
り
、合
唱
に
目
覚
め
60
余
年
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
道
を
歩
ん
で
ま
い

り
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

髙
橋
氏
は
仙
台
市
生
ま
れ
。
東
北

大
学
医
学
部
薬
学
科
卒
。
同
大
学
院

薬
学
研
究
科
で
博
士
課
程
を
修
め
、

同
大
学
院
助
教
授
を
歴
任
。
社
団
法

人
当
時
の
県
芸
術
協
会
副
理
事
長
、

大
日
本
茶
道
学
会
仙
台
支
部
長
を
務

め
た
。
県
教
育
文
化
功
労
者
表
彰
。

今
回
、
茶
道
文
化
へ
の
貢
献
が
評
価

さ
れ
た
。

　

髙
橋
氏
は
「
身
に
余
る
光
栄
に
感

激
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
茶
道
の
発

展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
、

受
賞
の
喜
び
を
表
し
た
。

地
域
文
化
功
労
者
表
彰
に
今
井
氏
、
髙
橋
氏

　

文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰

　
「
今
後
も
貢
献
」　

喜
び
語
る

充
実
の
行
程
、
大
好
評
！

福
島
・
浜
通
り
地
方
を
文
学
散
歩

芸
術
祭
を
熱
烈
ア
ピ
ー
ル

佐
藤
執
行
理
事
が
ラ
ジ
オ
出
演

る
形
で
進
行
。
佐
藤
執
行
理
事
は
邦

楽
（
尺
八
）
と
の
出
合
い
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
を
振
り
返

り
つ
つ
、
21
日
開
幕
の
芸
術
祭
、
と

り
わ
け
特
別
企
画「
結
い
Ⅱ
～
過
去
・

現
代
・
未
来
を
結
ぶ
～
」
の
素
晴
ら

し
さ
を
熱
っ
ぽ
く
紹
介
し
た
。

　

後
者
は
生
出
演
だ
っ
た
が
、
大
き

な
舞
台
を
た
び
た
び
経
験
し
て
い
る

だ
け
に
、
緊
張
の
そ
ぶ
り
も
な
し
。

ラ
イ
ブ
演
奏
に
よ
る
和
の
響
き
は
出

色
で
、
佐
藤
執
行
理
事
の
熱
演
は
リ

ス
ナ
ー
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
少
な
か

ら
ず
芸
術
祭
へ
の
参
加
機
運
を
高
め

た
に
違
い
な
い
。

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
一
新

２
０
１
８
年
版
宮
城
県
文
芸
年
鑑
発
行
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賞　名 部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
宮 城 県 芸 術 祭 賞 工 芸 部 笑 む（金 工） 菅　原　恵美子 （仙台市）

写 真 部 晨 星 の 刻 佐々木　俊　江 （白石市）
彫 刻 部 明 日 を み す え て 小　泉　百合子（多賀城市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 約 束 の 日 土　屋　　　薫 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） I  a m  h e r e 　 2 0 1 8 - Ⅲ 鈴 木 千 津 （石巻市）
書 道 部 わ れ な が ら（か な） 佐々木　香　苑 （石巻市）
文 芸 部 大 綿（俳 句） 中　村　　　春 （仙台市）

宮 城 県 知 事 賞 工 芸 部 Geological Glass（地質学的アプローチのガラス）（ガラス） 村 山 耕 二 （仙台市）
写 真 部 残 照 平　間　　　操 （柴田町）
彫 刻 部 構 築 佐々木　莉　央 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 或 る 日 の 庭 中 邨 圭 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 風 の 道 標 佐 野 福 代 （仙台市）
書 道 部 草 野 心 平 の 詩（近代詩文） 高 野 博 行 （仙台市）
文 芸 部 夢 を 解 く（ 詩 ） 梢　　　るり子 （仙台市）
文 芸 部 あ を の ひ か り（短 歌） 丹 治 久 惠 （利府町）
文 芸 部 福 音（俳 句） 小　川　真理子 （仙台市）
文 芸 部 木 守 り 柿（川 柳） 中 條 節 子 （仙台市）

仙 台 市 長 賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 野 に 立 つ 柴 田 慶 夫 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 街 - 2 0 1 8 山 口 優 子 （名取市）
書 道 部 謝翱詩　冬青樹引別玉潛（漢 字） 石 井 秀 苑 （仙台市）

河 北 新 報 社 賞 工 芸 部 T S U B O  Ⅰ（陶 芸） 千 田 玲 子 （仙台市）
写 真 部 母 な る 川 竹　内　加代子 （仙台市）
彫 刻 部 R e b o r n（再 生） 赤 井 靖 武 （塩釜市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 一 世 代 前 の 夕 陽 遠 州 千 秋 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 青 い 布 の あ る 静 物 佐々木　まさ子 （仙台市）
書 道 部 飛 翔（墨 象） 一 條 紅 蕭 （涌谷町）
文 芸 部 灼 熱 列 島（川 柳） 渡　辺　　　進 （仙台市）

宮城県教育委員会教育長賞 工 芸 部 蒼 木 図（陶 芸） 大 沼 明 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 秋 の 詩 越　河　芙佐江 （岩沼市）
書 道 部 耳 視 目 聴（篆 刻） 藤 野 秀 一（多賀城市）

宮城県教育委員会教育長特別賞 工 芸 部 わ す れ ま じ（染 織） 田　中　美香子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 波 及 川 尚 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 実 り 伊 藤 芳 子 （仙台市）
書 道 部 沙 羅（少 字） 島 津 和 子 （岩沼市）
書 道 部 谷川俊太郎の詩より（近代詩文） 天 野 白 扇 （石巻市）

仙台市教育委員会教育長賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 風 が み た も の 石 垣 裕 子 （岩沼市）
書 道 部 沈 佺 期 詩（漢 字） 末 永 瑞 鳳（東松島市）

宮 城 県 議 会 議 長 賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 荒 野 の シ ン フ ォ ニ ー Ⅱ 秀　島　美代子 （仙台市）
書 道 部 波 濤（墨 象） 藤 原 紅 雲 （色麻町）

仙 台 市 議 会 議 長 賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 時 の む こ う に 畑 中 良 二 （石巻市）
書 道 部 洪 希 文 詩（漢 字） 熊 谷 鳳 苑 （石巻市）

公益財団法人宮城県文化振興財団賞 工 芸 部 有線七宝香炉「静寂の譜」（七宝） 松 本 幸 恵 （仙台市）
写 真 部 「 星 に 祈 り を 」 紺 野 勝 司（気仙沼市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 堆 積 す る 風 景 町 田 美 野 （名取市）
書 道 部 蘇 東 坡 詩（漢 字） 渡 辺 無 象 （仙台市）
書 道 部 彭 孫 遹 詩（漢 字） 小 元 佳 香 （大崎市）
書 道 部 鏡 （近代詩文） 小　嶋　カズ子 （仙台市）
文 芸 部 影 ふ た つ（短 歌） 穴 澤 孝 一 （仙台市）

公益財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 端 倪 數　本　冴英佳 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 初 夏 の 伊 豆 沼 千 葉 郁 男 （栗原市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 刻 部 I  s a y  g o o d - b y e 中　村　たみ子 （石巻市）
門 伝 勝 太 郎 賞 絵 画 部（ 洋　 画 ）「偶」今に伝えたいいにしえのこころ 安 達 秀 子 （仙台市）

書 道 部 佐 羽 淡 齋 詩（漢 字） 佐々木　鳳　堂 （大崎市）
宮 城 県 芸 術 祭 奨 励 賞 写 真 部 ろ ば た 庄　司　多賀雄 （岩沼市）

写 真 部 s e a  j e w e l r y 佐 藤 節 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 縄 文 の 世 界 兵 藤 洋 子 （栗原市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 朽 ち る 鹿 野 幸 多 （栗原市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） B A L A N C E - B 高 橋 順 子 （仙台市）
書 道 部 劉 基 詩 二 首（漢 字） 舩 山 常 松 （仙台市）
書 道 部 綦 母 潛 詩（漢 字） 庄 司 清 香 （仙台市）
書 道 部 前原正治の詩から（近代詩文） 大　友　きか子 （名取市）
書 道 部 辛 夷（近代詩文） 早 坂 孝 恵 （仙台市）
書 道 部 燎 （少 字） 横 山 恭 子 （仙台市）
書 道 部 偲 （墨 象） 伊 澤 香 雨 （石巻市）
文 芸 部 今 在 り て（短 歌） 伊 藤 静 子 （仙台市）

宮 地 房 江 賞 工 芸 部 春 の 訪 れ（染 織） 富 士 洋 子 （大崎市）

第 55回宮城県芸術祭受賞者（会員の部）
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部　　門 賞　　名 作 　 　 品 　 　 名 氏　　　名

絵 画 展（ 公 募 の 部 ）

宮 城 県 芸 術 協 会 賞 自 我 と 自 己 の 狭 間 板　橋　かおり （仙台市）
優 秀 賞 不 変 と 変 遷 の 始 点 今 野 裕 結 （岩沼市）
優 秀 賞 柞 は ら へ と 、 帰 る 目　時　由宮子 （仙台市）
奨 励 賞 ア ー ト ミ ュ ー ジ ア ム 田　中　ミサ子 （川崎町）
奨 励 賞 L e  P a r a d i s  Ⅱ 阿　部　　　広 （登米市）
奨 励 賞 神 木 西 脇 正 彦 （石巻市）
奨 励 賞 B E C K  O N  ・ F U T U R E  Ⅱ 及　川　寿美子 （登米市）
奨 励 賞 パ リ の あ る 日 沼 田 明 里 （仙台市）
奨 励 賞 こ こ で 咲 く 小 野 昭 子 （石巻市）
奨 励 賞 秋 深 し 斎 藤 友 子 （仙台市）

写 真 公 募 展

宮 城 県 芸 術 協 会 賞 偶 然 に 満 月 亀　　　修　一 （仙台市）
宮 城 県 知 事 賞 夜 明 け の 渡 し 髙 野 弘 一 （大和町）
仙 台 市 長 賞 浮 上　 タ ー ジ マ ハ ー ル（ イ ン ド ） 古 川 孝 子 （塩釜市）
河 北 新 報 社 賞 ハ イ ！ ポ ー ズ 庄 子 源 六 （仙台市）
宮城県教育委員会教育長賞 宵 花 相　沢　　　開 （石巻市）
仙台市教育委員会教育長賞 小 雨 の レ ー ス 石　﨑　　　純 （仙台市）
宮 城 県 議 会 議 長 賞 村 の 神 楽 横　田　　　弘 （塩釜市）
仙 台 市 議 会 議 長 賞 八 甲 田 山　 春 の 訪 れ 吉 田 啓 子 （仙台市）

（公財）宮城県文化振興財団賞 木 小 屋 矢 内 勝 史 （白石市）
大 崎 市 長 賞 唄 う オ オ ヨ シ キ リ 佐 藤 宣 男 （仙台市）
優 秀 賞 虹 色 の パ レ ッ ト 佐　藤　　　賢 （仙台市）
優 秀 賞 霧 の 中 の 池 塘 一 條 待 子 （仙台市）
優 秀 賞 望 郷 佐 藤 玲 子 （多賀城市）
ニコンイメージングジャパン賞 天 と 地 の 共 演 中 山 隆 夫 （大崎市）
堀 内 カ ラ ー 賞 H A I R 佐 藤 一 之 （塩釜市）
tcd 東北カラーデュープ賞 灯 り 細　越　千恵子 （大崎市）

第 55回宮城県芸術祭　絵画展（公募の部）　写真公募展　受賞者

第 5回文芸作品公募入選者
一般の部

ジャンル 賞　　名 氏　　　名

詩
最優秀賞 鈴木修（大崎市）
佳作 越田健介（仙台市）

短歌

最優秀賞 越田健介（仙台市）
優秀賞・宮城
県歌人協会賞

山本秀子（亘理町）

優秀賞 平間孝雄（仙台市）・朝長スミ
エ（角田市）

佳作 秋場祐美子・海老原俊男・中村
七海・江口昭太郎・佐藤惠子（仙
台市）

俳句

最優秀賞 松本佳子（仙台市）
優秀賞・宮城
県俳句協会賞

川原友記子（仙台市）

優秀賞 鈴木わかば（山元町）・坂下遊
馬（亘理町）

佳作 内海哲郎・羽田絹枝・前田礼子・
髙橋麗子・小幡つや子・松田俊
洋・升川枝里・渡邉こと代（仙
台市）・鈴木蝶次・三浦芳子（大
河原町）

川柳

最優秀賞 三浦幸司（利府町）
優秀賞・宮城
県川柳連盟賞

太田良喜（大河原町）

優秀賞 阿部みつ・齋藤てい子（仙台市）
佳作 真田義子・渋谷ますえ・浅野夏

希・奥村まさ子・安部花御里・
熊谷國安・志賀ひろこ・笠松芳
之（仙台市）・前田美千代（名
取市）・三島ひろ子（白石市）

エッセー
最優秀賞 田中きわ子（仙台市）
佳作 間英雄・秋場祐美子（仙台市）

ジュニアの部
ジャンル 賞　　名 氏　　　名

詩
優秀賞 堀内夕太朗（南吉成小）
佳作 渡邊香穂（長町中）

短歌

最優秀賞 髙橋優成（高森中）
優秀賞・宮城
県歌人協会賞

三原侑也（長町中）

優秀賞 やなだくるみ（東長町小）・黒田あやか
（上野山小）

佳作 齋藤美咲・佐藤咲里・遠藤妃菜・川和
優菜・佐藤綺羅・佐藤愛琉・大﨑優真・
佐藤楓月（名取二中）・齋藤あかり・村
上和信・安藤匡吾・菅原彩絢・齊藤奏・
川合優乃（長町中）・宮崎はるか・清和
咲綾・鈴木奈波（東長町小）・きしこうた・
たかはしひろと（太白小）・さかたしん
たろう・伊藤丈・佐藤真紘・大庭弦（上
野山小）・さがえなつこ・中ばちうた（連
坊小路小）・坂井結香（高森中）

俳句

最優秀賞 日下怜那（岩沼西中）
優秀賞・宮城
県俳句協会賞

冨樫大宙（高森中）

優秀賞 相澤直也・粟野悠真（長町中）
佳作 稲村玲子（仙台白百合学園小）・工藤万

鈴・鎌田あいら・小室佑太（岩沼西中）・
志賀野佑真・白石真央・渡邊柚（高森中）・
木村水音・佐藤彩・金原和士（長町中）

川柳

最優秀賞 藤本ゆう佳（古川第四小）
優秀賞・宮城
県川柳連盟賞

梅原明日香（田子中）

優秀賞 杉野紗南（角田小）・伊藤翼（長町小）
佳作 伊藤由夏（古川第四小）・平見春陽（八

木山中）・仁多見煌人（北仙台小）・八
島光生（船岡中）梅原拓磨（田子中）
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「
栗
原
に
絵
の
モ
チ
ー
フ
は
、
い
く

ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
」。
挾
間
二
郎
先

生
の
こ
の
言
葉
が

耳
か
ら
離
れ
ず
、

制
作
の
モ
チ
ー
フ

は
芸
能
文
化
「
鹿
踊
り
」
と
手
作
業
に

よ
る
米
作
り
「
農
耕
文
化
」
の
二
つ
が

菊地義彦氏
美術（洋画）　栗原市

　

日
本
伝
統
工
芸
展
に
８
回
入
選
。
河
北

工
芸
展
等
の
展
覧
会
で
も
入
賞
、
入
選
を

重
ね
て
い
る
。
比
較
的
新
し
い
技
法
で
難

易
度
も
高
い
省
胎
七
宝
に
精
力
的
に
取
り

組
み
、
独
自
の
作
風
を
確
立
。
継
承
事
業

の
講
師
を
務
め
る
な
ど
工
芸
の
普
及
活
動

に
も
努
め
て
い
る
。
工
芸
部
運
営
委
員
。

　

絵
画
部
運
営
委
員
を
務
め
、
創
作
活
動

は
衰
え
を
知
ら
な
い
。
河
北
美
術
展
参
与

と
し
て
他
団
体
の
公
募
展
を
支
え
、
東
北

独
立
展
の
開
催
運
営
を
担
当
。
絵
画
教
室

講
師
と
し
て
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
、

米
作
り
が
題
材
の
連
作
を
栗
原
市
に
寄
贈

す
る
な
ど
地
域
貢
献
も
特
筆
さ
れ
る
。

　

東
京
と
仙
台
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
13
回
開

催
し
た
ほ
か
、
国
外
の
楽
団
と
共
演
し
国

際
的
に
活
躍
し
て
い
る
。
昨
年
は
「
ピ
ア

ノ
で
語
る
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ

に
挑
戦
。
ト
ー
ク
と
名
演
奏
で
新
境
地
を

開
い
た
。
仙
台
バ
ッ
ハ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
主

宰
。後
進
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　

平
成
29
年
度
の
宮
城
県
芸
術
選
奨
受
賞
者
が
決
ま
り
、
10
月

29
日
に
県
庁
舎
内
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
受
賞
者
は
芸
術
選

奨
５
人
、
同
新
人
賞
５
人
。
当
協
会
の
会
員
、
美
術
（
洋
画
）

の
菊
地
義
彦
氏
、
美
術
（
工
芸
）
の
種
澤
有
希
子
氏
、
音
楽
の

田
原
さ
え
氏
が
芸
術
選
奨
に
選
ば
れ
た
。
県
の
芸
術
文
化
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
３
氏
の
業
績
と
喜
び
の
声
を
紹
介
す
る
。

価
値
の
向
上
へ
加
筆
も

　

こ
の
度
は
栄
え
あ
る
賞
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り

ご
指
導
い
た
だ
い

た
高
橋
通
子
先
生

に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
二
十
数
年
前
、
七
宝
の

美
し
さ
と
自
分
で
作
る
楽
し
さ
を
知
り

感
謝
し
つ
つ
日
々
精
進

　

思
え
ば
不
思
議
な
も
の
で
、
ピ
ア

ノ
と
い
う
楽
器
と
結
局
ず
っ
と
向
き

合
っ
て
き
ま
し

た
。
力
づ
く
だ
っ

た
り
、
け
ん
か
腰

だ
っ
た
り
、
我
な
が
ら
あ
き
れ
る

ほ
ど
の
回
り
道
を
し
て
、
ふ
と
気

づ
く
と
私
自
身
の
姿
を
映
す
水
面

こ
の
道
貫
く
励
ま
し
に

　

当
協
会
の
千

葉
蒼
玄
書
道
部

長
が
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
評
価
さ

れ
、
復
興
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

　

授
賞
式
は
８
月
18
日
、
東
松
島
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。
震
災
復
興
に
対
す
る
書
活
動
、

複
数
回
に
わ
た
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に

よ
る
寄
付
な
ど
を
通
じ
て
、
被
災
地

の
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が

表
彰
の
理
由
。
千
葉
部
長
は
吉
野
正

芳
復
興
大
臣
（
当
時
）
か
ら
直
接
、

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
。

　

大
臣
か
ら
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝
の
言

葉
を
掛
け
ら
れ
た
千
葉
部
長
は
「
受

賞
者
は
団
体
ば
か
り
で
、
個
人
と
し

て
受
け
て
い
い
も
の
か
正
直
、
戸
惑

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
や
周
り

の
人
た
ち
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て

…
。
古
里
で
も
あ
る
被
災
地
・
石
巻

の
復
興
に
、い
さ
さ
か
で
も
つ
な
が
っ

て
く
れ
れ
ば
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
控
え
め
に
喜

び
を
語
っ
た
。

種澤有希子氏
美術（工芸）　仙台市

田原さえ氏
音楽　仙台市

主
流
に
な
り
ま
し
た
。
描
い
た
作
品
の

中
に
は
間
違
い
や
表
現
不
足
な
ど
の
箇

所
も
あ
り
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
ら
を
今

後
も
加
筆
し
、
文

化
財
と
し
て
価
値
あ
る
作
品
に
仕
上
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

興
奮
し
た
時
を
思
い
出
し
ま
す
。
年
月

を
経
て
な
お
失
敗
と
反
省
の
繰
り
返
し

で
す
が
、
自
分
の

手
で
生
み
出
す
喜

び
は
今
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
喜
び
に
感
謝
し
つ
つ

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
よ
う
な
存
在
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
時
の
受
賞
は
大
変
あ

り
が
た
く
、
ま
た

こ
の
道
を
行
か
ん

と
す
る
背
を
力
強

く
押
し
て
い
た
だ
い
た
心
持
ち
で
お

り
ま
す
。

宮
城
県
芸
術
選
奨
に

菊
地
、
種
澤
、
田
原
の
３
氏

創
作
・
演
奏
活
動
に
栄
誉

 

震
災
復
興
に

 

大
き
く
貢
献

千
葉
蒼
玄
書
道
部
長
が

復
興
大
臣
表
彰
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西
日
本
の
豪
雨
、
台
風
21
号
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
、
台
風
24
号
な

ど
災
害
列
島
は
、
数
限
り
な
い
被
災

者
を
産
み
出
し
続
け
て
い
る
。「
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」

「
50
年
に
一
度
」
な
ど
異
常
気
象
を

表
わ
す
言
葉
が
大
げ
さ
と
思
わ
れ
た

が
、
実
態
は
表
現
通
り
と
な
っ
た
▼

こ
の
国
で
は
い
つ
い
か
な
る
時
も
災

害
は
人
ご
と
で
は
な
い
。
我
が
身
の

こ
と
と
し
て
、
お
さ
お
さ
怠
り
な
き

よ
う
準
備
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で

あ
る
。
被
害
に
遇
わ
れ
た
方
々
の
い

ち
早
い
復
興
を
祈
る
し
か
な
い
▼
定

禅
寺
通
の
け
や
き
並
木
の
枯
れ
葉

が
、
雪
の
よ
う
に
舞
う
季
節
が
や
っ

て
き
た
。
9
月
21
日
に
始
ま
っ
た
第

55
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
来
年
3
月

ま
で
行
事
が
続
く
。
文
化
の
秋
を
彩

り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
新
し
い
試
み
に
拍

手
を
送
る
と
と
も
に
、
若
い
方
々
の

活
躍
と
参
加
を
切
に
望
み
た
い
▼

「
平
成
」
最
後
の
年
、
歴
史
的
に
は

わ
ず
か
一
年
、
二
年
の
元
号
も
あ
っ

た
が
、
元
号
の
長
さ
は
昭
和
、
明
治
、

平
成
の
順
と
か
。
新
し
い
元
号
の
時

代
が
い
い
時
代
で
あ
れ
と
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。 

（
英
）

　

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
第
57
回
洗
心
書
道
展

　

11
月
1
～
4
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆ 

明
治
維
新
150
年
記
念
「
石
に
刻
ん
だ

赤
き
心
」
宮
城
・
東
京
・
鹿
児
島
巡
回

公
演

　

11
月
2
日　

電
力
ホ
ー
ル

　

11
月
4
日　

雄
勝
小
・
中
学
校

　

 

11
月
5
日　

文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー
Ｂ
Ｘ

ホ
ー
ル

　

 

11
月
7
日　

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー

☆
歌
い
つ
が
れ
ゆ
く
日
本
の
歌

　

11
月
7
日

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
27
回
河
北
工
芸
展

　

11
月
7
～
12
日

　

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ

☆
第
18
回
日
本
歌
曲
と
朗
読
の
夕
べ

　

11
月
11
日

　

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆ 

第
４
回
・
日
本
画
・
緑
彩
会
展

　

11
月
13
～
18
日

　

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆ 

第
33
回
定
期
演
奏
会
（
公
益
財
団
法

人
都
山
流
尺
八
楽
会
宮
城
県
支
部
）

　

11
月
17
日

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
43
回
素
心
書
道
会
書
展

　

11
月
21
～
25
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆
第
43
回
教
育
書
道
研
究
会
学
生
展

　

11
月
21
～
25
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆
第
11
回
河
北
小
中
学
生
書
道
展

　

11
月
23
～
25
日

　

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ

☆
佐
藤
象
雲
書
作
展

　

11
月
23
～
28
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

菊
地
義
彦
寄
贈
作
品
展
～
栗
駒
山
麓

手
作
業
米
づ
く
り
の
一
年
と
自
選
作

品
～

　

11
月
25
日
～
12
月
2
日

　

栗
原
文
化
会
館

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
73
回
春
の
院
展

▽
入
選
＝
佐
々
木
啓
子
、
三
浦
長
悦

◇
再
興
第
103
回
院
展

▽
入
選
＝
三
浦
長
悦

◇
第
65
回
河
北
書
道
展

〈
第
一
部
漢
字
〉
▽
河
北
会
友
賞
＝
渡

辺
無
象
▽
会
友
秀
逸
賞
＝
後
藤
翠
蓮
▽

宮
城
県
知
事
賞
＝
及
川
鳴
霄
〈
第
二
部

か
な
〉
▽
委
嘱
作
家
特
別
賞
＝
岩
澤

芳
華
〈
第
三
部
墨
象
〉
▽
会
友
秀
逸
賞

＝
荒
川
空
華
〈
第
四
部
近
代
詩
文
〉
▽

河
北
会
友
賞
＝
小
野
和
子
▽
会
友
秀
逸

賞
＝
岩
崎
邦
彦
▽
河
北
賞
＝
荒
川
空
華

〈
第
五
部
少
字
〉
▽
会
友
秀
逸
賞
＝
菊

池
慶
燁
〈
第
六
部
篆
刻
・
刻
字
〉
▽
会

友
秀
逸
賞
＝
結
城
虹
洞

受
　
贈
　
書　
（　

）
は
寄
贈
者

『
川
柳
作
家
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
西

恵
美
子　

人
を
待
つ
人
が
桜
を
待
つ
よ

う
に
』（
西
恵
美
子
）

謹
　
弔

書
道
部 

名
川
四
麗 

殿

 

8
月
9
日

華
道
部
（
古
流
松
弸
会
）

 

佐
藤
喜
幸 

殿

 

8
月
12
日

文
芸
部
（
俳
句
） 

岩
井
進
也 

殿

 

9
月
21
日

写
真
部 

古
内
克
永 

殿

 

9
月
21
日

絵
画
部
（
洋
画
） 

小
林
道
子 

殿

 

9
月
24
日

絵
画
部
（
洋
画
） 

浅
井
元
義 

殿

 

10
月
15
日

事
務
局
日
誌

会
務
報
告

【
第
3
回
理
事
会
】
8
月
3
日

・
正
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
第
37
回
新
芸
術
東
北
展

　

9
月
7
～
12
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
48
回
宮
城
書
芸
院
書
展
教
育
部
展

　

10
月
5
～
7
日

　

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆
第
49
回
洋
舞
公
演

　

10
月
8
日

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆ 

（
一
社
）
創
元
会
北
海
道
・
東
北
巡

回
展

　

10
月
12
～
17
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

陽
だ
ま
り
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
13
日
、
12
月
8
日
、

　

平
成
31
年
2
月
9
日

　

陽
だ
ま
り
弦
楽
ア
カ
デ
ミ
ー

　

９
月
か
ら
月
２
回
程
度

　

 

山
元
町
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
、
亘
理
町

公
民
館
な
ど

☆
第
62
回
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演
奏
会

　

10
月
14
日

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
東
北
書
道
秀
抜
展

　

10
月
19
～
23
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

レ
パ
ー
ト
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
6

　

～
4
期
の
ピ
ア
ノ
小
品
を
集
め
て
～

　

10
月
21
日

　

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆ 

第
31
回
み
や
ぎ
発
明
く
ふ
う
展
及
び

第
22
回
み
や
ぎ
未
来
の
科
学
の
夢
絵

画
展

　

10
月
23
～
27
日

【
工
芸
部
】
田
中
美
香
子
＝
仙
台
市

青
葉
区
【
洋
楽
部
】
申
賀
明
史
＝
仙

台
市
太
白
区
、
島
泰
子
（
橋
本
泰
子
）

＝
美
里
町
、
幡
谷
久
仁
子
（
鈴
木
久

仁
子
）
＝
山
形
市
【
邦
楽
部
】
斎
藤

瑞
香
能（
江
利
子
）＝
仙
台
市
青
葉
区
、

庄
子
爲
山（
保
志
）＝
仙
台
市
太
白
区
、

平
澤
憧
玲
（
真
悟
）
＝
石
巻
市
、
渡

辺
一
弘
＝
仙
台
市
泉
区
、
五
十
嵐
麻
美

＝
仙
台
市
青
葉
区
【
舞
踊
部
】
吉
村

花
照
（
佐
藤
多
歌
子
）
＝
岩
沼
市

新
賛
助
会
員

（
団
体
）

◇
住
友
金
属
鉱
山
シ
ポ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

 

支
店
長　

高
野　

直
英　

様

◇
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

 

東
北
支
店
長　

結
束　

達
也　

様

◇
ア
グ
リ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
会
長　

神
名
川　

博
史　

様

◇
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長　

武
川　

昌
俊　

様

◇
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
宮
城
支
社

 

宮
城
支
社
長　

小
島　

健
志　

様

◇
株
式
会
社
橋
本
店

 

代
表
取
締
役
社
長　

佐
々
木　

宏
明　

様

◇
有
限
会
社
三
帰
興
産

 

代
表　

本
郷　

俊
路　

様

（
個
人
）

◇
鹿
野　

英
生　

様 

◇
原　

也
寸
志　

様 

〔
住
所
の
誤
記
載
〕

６
頁　

絵
画
部
〈
日
本
画
〉
仲
野
う

多
代
会
員

〔
誤
〕
あ
す
と
長
町
四
丁
目
３
－
34

〔
正
〕
あ
す
と
長
町
四
丁
目
３
－
54

新
入
会
員

「
平
成
30
年
会
員
名
簿
」
の
訂
正

私
達
は
芸
術
協
会
を
応
援
し
ま
す


